












La Magie sans magie a été écrite par Lambert. L’auteur est peu connu de nos jours, et la pièce aussi. Mais, 
quand Jean-Marie Villégier a représenté cette pièce dans le Théâtre national de Strasbourg, on l’a mise en 
lumière. La Magie sans magie est de la comedia espagnole. Dans le deuxième tiers du XVIIe siècle, beaucoup 
de pièces ont été faites sous l’influence de la comdia espagnole. Nous allons donc analyser la structure de cette 





ず、1992 年にこの戯曲がストラスブール国立劇場（Théâtre national de Strasbourg）の上演演目とし
て取り上げられたことである。この劇場はもともと東部演劇センター（Centre dramatique de l’Est）と
して 1946 年に創設され、パリとは離れた場所で独自の演劇活動を行ってきた場所である。その第
９代の舞台監督であったジャン＝マリー・ヴィレジエ Jean-Marie Villégier は、積極的に古典作品をレ
パートリーに加えていたのだが、その活動の一環として全く無名であったこの作品を取り上げたので
あった。ヴィレジエは、この劇場の舞台監督になる前から主に 16世紀から 18 世紀に書かれた戯曲
の演出を手がけ、評価されていた演出家であるので、17世紀の戯曲に目を向けていたこと自体には
全く不思議はない。そもそも大劇場で最初に演出を手がけたのもコメディ＝フランセーズ Comédie-
Française で上演されたコルネイユ Pierre Corneille の『シンナ』Cinna とトリスタン・レルミット
Tristan l’Hermite の『セネクの死』La Mort de Sénèque だったし、ストラスブール国立劇場で最初に上





























































あり、もうひとつは『嫉妬深い姉妹』Les Sœurs jalouses である。『嫉妬深い姉妹』は、ランカスター
によると 1658 年にオテル・ド・ブルゴーニュ座で上演されたとある。カルデロンのコメディア『盗
賊と花』La Banda y la Flor で、『魔法じゃない魔法』と同じスペイン物である。
　残り２作品のタイトルは『煙突掃除人』Les Ramonneurs と『なくした財産が見つかった』Le Bien 
perdu recouvé である。『煙突掃除人』をランベールの作品としているのは、レリスだが、現代の研
究者はこれを踏襲していない。この『煙突掃除人』という作品は中世以来書かれてきたモチーフの























じタイトルで『魔法じゃない魔法』El Encanto sin encantoで、ランベールはそれをフランス語に訳した。
1650年に出版されたものらしいが、具体的な年代は不明である。17世紀フランスにおいて、コメディ
アをもとにして書かれたもの、つまりスペインものの多くは、ローペ・デ・ベーガ Lope de Vega、ティ
ルソ・デ・モリーナ Tirso de Molina、そしてカルデロンという、いわばコメディアを代表する 3人の






ou le Maître valet の場合、原作はロハス・ソリーリャ Rojas Zorrilla の『侮辱されれば熱意は不要ある




















ロンの『サラマンカの学生あるいは寛容な敵』L’Ecolier de Salamanque ou les Généreux ennemis、1655
年にはボワロベール Antoine Le Métel Boisrobert の『愛と運命の一撃』Les Coups de l’Amour et de la 
Fortune、トマ・コルネイユ Thomas Corneille の『自分自身の牢番』Le Geôlier de soy-mesme、そして
1656 年にはボワロベールの『偽りの見た目』Les Apparences trompeuses と『目に見えない美女』La 































とといえる。例えば、少し時代が下って、1660 年代にはモリエール Molière の『女房学校』L’Ecole 
des femmes を巡って「女房学校論争」が巻き起こるが、これも純粋な論争というよりは、モリエール
の人気にあやかって周囲の人たちが様々な作品を世に出してきたという側面が強い。また、出版に際
しても剽窃は日常茶飯事で、旅回りの俳優だったドリモン Dorimon は自分が書いた『石像の宴』Le 























































































































































































































 Lambert, La Magie sans magie, comédie, collection du répertoire Théâtre National de Strasbourg, Cicero.
2… Parfaict frères, Dictionnaire du theatre françois, tome 3, 1767, p. 259.
3… 詳しくは、伊藤洋、オディール・デシュッド監修『フランス 17世紀演劇事典』（中央公論新社、2011 年刊）の『煙突掃除人』
の項を参照のこと。




6… 拙論「スカロン作『自分自身の番人』」（長崎外国語大学「長崎外大論叢」第 14号、2011 年所収）を参照のこと。
7… この点に関しては、以下の悲喜劇論を参照のこと。
 Roger Guichemerre, La tragi-comédie, PUF, 1981.
 Hélène Baby, La tragi-comédie de Corneille à Quinault, Klincksieck, 2001
8… 拙論「ポール・スカロン－スペイン・コメディアにこだわり続けた劇作家」（中央大学人文科学研究所編『フランス 17世
紀の劇作家たち』、2011 年所収）を参照のこと。
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